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　令和３年第１回松野町議会臨時会が、２月10日に招集され、17日に提出議案などが審議されまし
た。主な内容は、次のとおりです。
報告
　　　専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること）
議案
　　　令和２年度松野町一般会計補正予算（第６号）
　　　動産の買入れについて
　　　▼いずれも原案どおり可決されました。
選挙
　　　議長の選挙について
　　　▼村尾　重利氏が就任されました。
　　　副議長の選挙について
　　　▼関本　豊氏が就任されました。
　　　宇和島地区広域事務組合議会議員の選挙について
　　　▼村尾　重利氏が就任されました。
選任
　　　常任委員の選任について
　　　議会運営委員の選任について
　　　消防委員の選任について
　　　▼いずれも原案どおり可決されました。

主な補正予算
令和２年度松野町一般会計補正予算（第６号）
補正額：７千302万７千円（補正後の予算総額：44億２千 688万６千円）
総務費
　コミュニティセンター費に、町の指定避難所にも指定している本施設において、新型コロナウイル
ス等の感染症拡大リスクを低減するとともに、施設からのＣＯ２排出量を削減することを目的として、
密閉空間とならないよう換気能力の高い高効率の空調設備を導入するほか、併せて省エネが期待でき
る高効率型のＬＥＤ照明へ更新し、さらに、３密対策として、各種会議の分散化やＷｅｂ会議等での
利活用も可能とするもので、机・椅子・モニター等の備品の整備をはじめ、施設全体のランニングコ
ストの削減、利便性の向上、新型コロナウイルス感染症対策に配慮した施設としての機能強化を図る
ための経費として、工事請負費６千 440万２千円を追加。
衛生費
　保健衛生費に、新型コロナウイルス感染症予防及び拡大防止を図るため、ワクチン優先接種者であ
る医療従事者に対するワクチン接種費用として、合計で 98万１千円を計上。
商工費
　観光費に、新型コロナウイルス感染症対策として、森の国ぽっぽ温泉のエレベーターを非接触型に
改めるため、制御盤及び操作器具等の交換に伴う工事請負費 764万４千円を追加。

令和 3 年第 1 回　松野町議会臨時会

　町公式ホームページ内の 「ようこそ町長
の部屋へ」 では、 町長のコラムを毎週更新
しています。 
　ぜひ、 ご覧ください。 

ようこそ
 町長の部屋へ
  ～ 松野の将来を語る ～

松野町長  坂本   浩
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新庁舎建設だより

新庁舎・防災拠点施設建設工事進ちょく状況

役場の来庁者駐車場を一部変更します（４月23日～）

　令和２年 10 月に着工した新庁舎及び防災拠点施設の建設工事は、基礎工事が完了し、令和３年
３月からは、１階部分（鉄筋コンクリート造）の躯体工事を進めています。

【１階躯体工事に着手：令和３年３月１日現在】

事業全体スケジュール

完成イメージ図
（新庁舎・防災拠点施設）

１階躯体工事状況
（天満神社より撮影）

　新庁舎の浄化槽設置工事のため、４月23日から７月31日までの間、コミュニティセンター前の
駐車場が使用できなくなります。
　なお、この期間の来庁者駐車場は、現庁舎前のみとなります。
　町民の皆さまには、大変ご不便をお掛けいたします。何卒、ご理解とご協力を賜りますようお願い
いたします。



４

　
２
月
９
日（
火
）、森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で「
あ

お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
小
学
生
４
名
・
中
学
生
６
名
・
高
校
生

１
名
の
計
11
名
が
６
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
隣
保
館
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
教
科
学
習
や
部
落
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
大
島
青
松
園
や
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
や
お
楽
し
み
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
分
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
差
別
が
、
部
落
差
別
が
起

こ
る
構
造
と
同
じ
だ
と
気
付
き
、
日
頃
の
人
権
学
習
の

大
切
さ
を
新
聞
、
動
画
や
「
森
の
国
人
権
の
集
い
」
で

発
信
し
ま
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
修
了
証

書
授
与
の
後
、
児
童
・

生
徒
１
人
ひ
と
り
が
１

年
間
学
ん
だ
こ
と
の
成

果
や
感
想
を
発
表
し
、

最
後
は
あ
お
ぞ
ら
子
ど

も
会
の
う
た
「
青
空
」

を
全
員
で
合
唱
し
て
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
あ
お

ぞ
ら
子
ど
も
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
閉
講
式

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
閉
講
式

２
９

　
２
月
20
日
（
土
）、
松
野
中
学
校
体
育
館
で
令
和
２
年
度
森
の
国
人
権

の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、「
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見

を
解
消
し
、
ゆ
た
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
と
も
に

考
え
て
行
動
し
て
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
並
び
に
町
教
育
委
員
会
が

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

学
生
の
み
会
場
で
の
観
覧
と
し
、
一
般
町
民
の
た
め
にYouTube

配

信
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
部
落
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
部
は
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会

に
よ
る
「
お
世
話
に
な
っ
た
の
に
差
別
す
る
な
ん
て
お
か
し
い
よ
」
と

題
し
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
の
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
分
、
部
落
問
題
の
歴

史
や
聞
き
取
り
に
よ
る
差
別
の

現
実
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
で

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
差
別
事
象
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
差
別
と
部
落
差
別

は
、
起
る
構
造
が
同
じ
だ
と
気

付
き
、
改
め
て
部
落
差
別
の
歴

史
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
し
て

今
も
部
落
差
別
で
苦
し
む
人
た

ち
が
い
る
こ
と
、
今
だ
か
ら
こ

そ
部
落
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
森
の
国
ま
つ
の

劇
団
に
よ
る
「
戦
国
予
土
国
境　

河
後
森
城
に
舞
う
〜
国
の
基
、
秀

（
し
ゅ
う
）
と
秀
（
ひ
で
）
の
夢
〜
」

と
題
し
た
人
権
劇
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
人
権
劇
で
は
戦
国
時
代
の
予

土
国
境
の
河
原
渕
領
で
百
姓
と
し

て
生
き
る
父
作
平
と
農
作
業
に
励

む
秀
（
ひ
で
）、
猿
楽
師
の
見
習

い
と
し
て
全
国
を
渡
り
歩
き
、
芸

を
磨
く
秀
（
し
ゅ
う
）
の
出
会
い

か
ら
、
差
別
の
現
実
や
互
い
の
夢

を
語
り
合
う
物
語
で
し
た
。
劇
団

員
の
皆
さ
ん
の
熱
演
で
、
中
学
生

の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

観
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
権
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

森
の
国
人
権
の
集
い

森
の
国
人
権
の
集
い

２
20



５

の掲示板ま ち

　
２
月
28
日（
日
）、
松
野
鬼
城
太
鼓
な
ど
が
出
演
し
和
太
鼓
演
奏
の
ラ
イ
ブ
配

信
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
文
化
庁
、
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
が
全
国
的

に
展
開
す
る「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ブ
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
の
中
で
失
わ
れ
て
い
る
文
化
芸
術
体
験
の
機
会
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
も
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
無
観
客
で
の
ネ
ッ
ト

配
信
に
よ
り
発
表
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に「
ラ
イ
ブ
ス
マ
イ
ル
フ
ェ

ス
・
イ
ン
え
ひ
め
」の
一
環
と
し
て
県
内
で
も
各
種
事
業
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
和
太
鼓
公
演
と
し
て
、
松
野
鬼
城
太
鼓
、
津
島
太
鼓
集
団
雅（
宇

和
島
市
）、
和
太
鼓
集
団
和
達（
内
子
町
）の
３
団
体
の
合
同
公
演「
和
雅
鬼
ウ
ィ

ズ
た
い
こ
ウ
チ
」が
こ
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
40
分
間
の
ラ
イ
ブ
中
継

で
、
無
観
客
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
を
画
面

の
向
こ
う
に
届
け
て
い
ま
し
た
。
鬼
城
太
鼓

か
ら
は
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
森
風
も
出
演
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
こ
の
一
年
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
３
月
21
日
か
ら
全
編
１
２
０
分
公

演
が
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
、
４
月
に
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
の
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は「
ラ
イ
ブ
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
・
イ

ン
え
ひ
め
」の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://e-jlyp.jp/

和
太
鼓
ラ
イ
ブ
配
信
公
演
に

松
野
鬼
城
太
鼓
が
出
演



６

の掲示板ま ち

　
２
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
森
の
国
さ
く
ら
の
会
が
、
植
樹
・
施
肥
作

業
な
ど
今
年
度
最
後
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
18
日
に
は
、
樹
木
医
に
よ
る
桜
の
木
の
受
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
本
ほ
ど

病
原
菌
が
入
っ
て
い
る
樹
が
見
つ
か
り
ま
し
た
が
生
育
に
は
問
題
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
20
日
に
は
、
中
学
校
校
庭
に
今
年
卒
業
予
定
の
生
徒
34
人
と
さ
く
ら
の
会
会

員
22
人
で
卒
業
記
念
樹
の
桜
苗（
神
代
曙
10
本
）を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
会
員
の
お
手
本
ど
お
り
植
え
ら
れ
ま
し
た
か
？
ず
っ
と

母
校
で
植
え
た
桜
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

　
会
員
の
花
畑
は
、
春
に
花
を
付
け
る
は
ず
の
花
が
寒
さ
で
咲
か
ず
、
今
は
ビ

オ
ラ
と
パ
ン
ジ
ー
だ
け
が
ど
う
に
か
花
を
咲
か
し
て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
る
の

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
本
会
は
年
間
を
通
し
て
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
く
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
環
境
課
内　
森
の
国
さ
く
ら
の
会
事
務
局　
☎
42
・
１
１
１
５

森
の
国
さ
く
ら
の
会
　
活
動
報
告

ま
ち
か
ど
ス
ク
ー
プ

目
黒
ふ
る
さ
と
館

目黒山形
No.7

　
ま
た
︑
毎
年
二
月
中
旬
～
四
月
頃
に
か
け
て
﹁
四
万
十
街
道
ひ
な
ま
つ
り
﹂

が
開
催
さ
れ
て
お
り
︑
今
年
も
目
黒
ふ
る
さ
と
館
で
︑
明
治
・
大
正
・
昭
和
期

の
雛
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
︒
興
味
の
あ
る
方
は
︑
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

（６個１組の組立式）

【寸法】190.0×262.1 ㎝
【縮尺】約 5,900 分の１
【材質】銀杏
【範囲】現在の宇和島市、鬼北町、松野町

　
目
黒
ふ
る
さ
と
館
は
、
庄
屋
屋
敷
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
建
て
ら
れ
た
施
設
で
す
。
館

内
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
起
き
た
吉
田

藩
と
宇
和
島
藩
の
山
争
い
に
関
す
る
裁
判

資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
九
年
に
は
木
彫
り
の
模
型
で
あ
る
「
目

黒
山
形
」
を
は
じ
め
、
関
連
資
料
「
敷
絵

図
」、「
裁
許
絵
図
」、「
文
書
記
録
類
（
二

百
点
以
上
）」
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初
め
の
境

界
争
い
の
中
で
製
作
さ
れ
た
木
彫
り
の
地

形
模
型
は
、
全
国
で
四
基
伝
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
裁
判
関
係
資
料
や
模
型
製
作
資
料

な
ど
の
関
連
資
料
が
一
緒
に
保
存
さ
れ
て

い
る
例
は
「
目
黒
山
形
」
の
み
で
、
全
国

的
に
も
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。



７

『
第
１
次
松
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
』
と
は
？

　
令
和
２
年
12
月
18
日
開
催
の
国
の
文

化
審
議
会
に
お
い
て
、
本
計
画
を
認
定

す
る
よ
う
文
化
庁
長
官
に
答
申
が
行
わ

れ
、
同
日
付
け
で
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
認
定
に
よ
っ
て
全
国
の
認
定
件

数
は
23
件
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
の

計
画
認
定
は
県
内
は
も
と
よ
り
四
国
内

で
も
初
め
て
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
の
大
要
と
し
て
は
ま
ず
町
の
概

要
や
歴
史
文
化
の
特
徴
を
整
理
し
、
現

状
で
の
取
組
状
況
と
そ
こ
か
ら
生
じ
て

い
る
課
題
を
引
き
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
課
題
を
解
決
に
導
く
た
め
の
基
本

理
念
や
基
本
方
針
を
定
め
た
う
え
で
、

今
後
10
年
間
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実

践
し
て
い
く
の
か
と
い
う
具
体
的
な
措

置
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
対
象
と
な
る
の
は
、
下
記
の

表
に
あ
る
指
定
等
の
文
化
財
が
中
心
で

す
。
種
類
別
の
傾
向
を
見
る
と
、
国
指

定
史
跡
の
「
河
後
森
城
跡
」
や
国
指
定

重
要
文
化
財
の「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」、

国
選
定
重
要
文
化
的
景
観
の
「
奥
内
の

棚
田
及
び
農
山
村
景
観
」
と
い
っ
た
国
・

県
・
町
の
指
定
・
選
定
文
化
財
は
54
件
、

国
登
録
文
化
財
（
正
木
本
店
の
建
造
物
）

が
５
件
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か

に
も
遺
跡
な
ど
の
地
下
に
埋
ま
っ
て
い

る
埋
蔵
文
化
財
を
含
む
区
域
は
町
内
に

39
か
所
が

認
め
ら
れ

ま
す
。

　
表
の
よ
う
な
指
定
等
の
文
化
財
が
、

法
令
で
規
定
さ
れ
、
特
に
歴
史
上
・
芸

術
上
・
学
術
上
・
鑑
賞
上
価
値
の
高
い

も
の
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
本
町
の
計
画
で
は
、
こ
の
一
般
的

な
「
文
化
財
」
と
い
う
用
語
を
見
直
し
、

指
定
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
国
や
県
の
レ
ベ
ル
で
は
価
値

が
高
い
と
は
言
え
な
く
て
も
地
域
の
特

性
や
魅
力
を
あ
ら
わ
す
と
判
断
さ
れ
る

も
の
す
べ
て
を
「
文
化
財
」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
歴
史

上
の
人
物
や
伝
承
・
伝
説
、
文
化
財
を

支
え
る
技
術
や
材
料
、
食
文
化
、
人
々

の
活
動
な
ど
、
地
域
の
人
々
が
守
り
伝

え
た
い
と
考
え
る
物
（
モ
ノ
）、
事
（
コ

ト
）、
所
（
ト
コ
ロ
）
の
す
べ
て
を
「
文

化
財
」
に
含
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
今
後
は
保
存
や
活
用
の
対
象
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。（
続
く
）

の掲示板ま ち

解
説
し
ま
す
！

『
松
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』①

　
こ
の
度
、
町
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
指
定
や
未
指
定
を
問
わ

な
い
一
体
的
な
保
存
と
活
用
を
切
り
口
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
『
第

１
次
松
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の

内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
今
回
か
ら
数
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

建造物 

絵画 

彫刻 

工芸品 

書跡・典籍 

古文書 

考古資料 

歴史資料 

石造美術（※） 

 

有形の民俗文化財 

無形の民俗文化財 

遺跡 

名勝地 

動物、植物、地質鉱物 

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

記念物

文化的景観

伝統的建造物群
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文化財の保存技術

指定・選定

登録

3

－

－

5

2

－

－

－

49

－

－

－

－ － － － － － －

54

5
59計

※松野町が独自設定した種類

指定・選定 登録

国 愛媛県 松野町

指定 登録 指定 登録
計種類

▲礁崎の石地蔵



８

の掲示板ま ち

　
２
月
22
日（
月
）、
社
会
福
祉
協
議
会
で
森

の
国
ク
ラ
ブ
松
丸
第
１
回
役
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
森
の
国
ク
ラ
ブ
松
丸
は
、
松
丸
部
落
に

お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
生
き

が
い
や
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
を
ゆ
た
か

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
昨
年
12
月
14
日
に

発
足
し
、
現
在
約
80
名
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
役
員
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
の
お
話
や
保
健
福
祉
課
に
よ
る
高
齢
者
の
健

康
と
生
き
が
い
に
つ
い
て
の
学
習
会
の
ほ
か
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
月
頃
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

森
の
国
ク
ラ
ブ
松
丸
が
発
足

　【問い合わせ先】
　森の国クラブ松丸事務局
　☎４２－０６２６

お試しください！
食事の量や口の運動が少なくなると、唾液の量が減り、
飲み込む力の衰えや乾燥などのお口トラブルが発生しや
すくなります。そこで、食事の前に行うと効果的な「唾
液腺マッサージ」が紹介されました。

　 「新型コロナウイルスのワクチンを優先接種できる。費用は１万円になる。」というような電話
が県内にかかっています。また、「ワクチンが無料で受けられるが、家は借家か持ち家か？」と個
人情報を聞き出す電話や「新型コロナウイルス予防接種が優先的に打てる」という大臣名の入った
不審なメールについての相談も全国の消費生活センターに寄せられています。
　ワクチン接種は無料です。対象者には役場から個別に通知が送付され
ますので、役場から通知が届くまで待ちましょう。また、保健所などの
職員が、電話やメールでワクチン接種のお金を要求したり、個人情報を
聞き出すことはありません。
★アドバイス
１．公的機関を騙って「お金を振り込むように」と言われたら詐欺です。絶対に支払わないよう
にしましょう。
２．家族構成などの個人情報を聞き出すのは、オレオレ詐欺やアポ電強盗が目的です。不審に感
じたらすぐに電話を切って、役場消費生活相談窓口（☎４２－１１１６）や警察相談専用電話
　（☎＃９１１０）に相談しましょう。

新型コロナワクチン接種は「無料」です詐欺に注意！



９

の掲示板ま ち

愛媛・大分交流市町村　コラボ企画　豊予交流　～大分市～
　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体は、新たな経済圏域の循環などを目的として、コラ
ボ企画「豊予交流」を連載しています。大分県側の自治体の歴史・文化など、魅力満載です。
　今月は、大分市をご紹介します。

０９７-５８５-５２４２
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の掲示板ま ち

水
餅
の
水
替
ふ
ご
と
に
母
偲
ぶ　
　
　
　

赤
松　

午
子

お
で
ん
鍋
湯
気
を
立
つ
れ
ど
一
人
き
り　

伊
井
は
じ
め

曾
孫
の
机
に
春
を
待
つ
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

伊
藤　

富
子

冬
の
雷
ぴ
く
り
と
動
く
猫
の
耳　
　
　
　

稲
谷
キ
ミ
コ

待
ち
わ
び
し
蕾
は
じ
け
て
梅
二
輪　
　
　

岩
崎　

淳
美

晒
さ
れ
て
寒
ぼ
う
た
れ
の
銀
光
る　
　
　

上
田
美
智
子

充
電
が
な
い
ま
ま
雪
が
降
っ
た
ま
ま　
　

川
嶋
ぱ
ん
だ

乗
り
込
み
し
男
に
残
る
野
焼
の
香　
　
　

谷　

き
よ
し

は
ん
な
り
と
か
も
す
匂
ひ
も
梅
古
木　
　

布　
　

康
江

酒
蔵
に
寒
の
仕
込
み
の
湯
気
上
る　
　
　

ひ
の
た
い
ら

大
寒
の
工
場
に
立
つ
蒸
気
か
な　
　
　
　

三
好
カ
ン
ナ

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
２
月
投
函
分

葛
句
会
　
２
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
地
区
公
民
館

ま
ち
の
投
句
箱

碧
た
る
淵
水
底
ま
で
も
大
寒　

松
野
町　

田
中
志
津
代

う
し
蛙
山
の
池
に
て
目
覚
め
鳴
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
町　

田
中
志
津
代

（
一
部
選
者
の
添
削
も
あ
り
ま
す
。）

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し

　
人
は
な
ぜ
差
別
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
僕
は
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
ま
す
。
僕
は
小
学
生
と
中
学
生
の

希
望
者
が
毎
週
一
回
集
ま
っ
て
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
に
小
学
校
四
年
生
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
僕
は
子
ど
も
会
の
仲
間
、
先
生
や
地

域
の
人
た
ち
に
様
々
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
り
、
体
験

し
た
り
し
な
が
ら
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
差

別
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
人
権
課
題
も
、
正
し
い
こ
と
を
知
ろ
う

と
し
な
か
っ
た
り
、
真
実
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
情

報
を
勝
手
に
流
し
た
り
、
信
じ
た
り
す
る
人
が
い
る

か
ら
傷
付
く
人
が
い
ま
す
。
決
し
て
差
別
を
さ
れ
る

人
が
悪
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
僕
は
差
別
と
闘
っ
て
き
た
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
僕
自
身
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

本
気
で
差
別
を
な
く
し
、
行
動
し
よ
う
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
香
川

県
に
あ
る
国
立
療
養
所「
大
島
青
松
園
」の
訪
問
で
す
。

隔
離
政
策
に
よ
っ
て
故
郷
を
離
れ
、
病
気
が
治
っ
た

今
も
入
所
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
と
お
会
い
し
て
、
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
入
所
さ
れ
て
い

る
方
た
ち
の
差
別
を
受
け
た
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

差
別
を
な
く
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
僕
た
ち
の
町
の
出
身
で
あ
る
政
石

さ
ん
が
誇
り
を
も
っ
て
生
き
抜
か
れ
た
こ
と
を
、
大

島
の
展
示
物
や
風
景
か
ら
近
く
感
じ
ま
し
た
。
僕
は

大
島
青
松
園
に
行
く
度
に
違
う
こ
と
を
感
じ
、
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
僕
は
大
島
青
松
園
や
地
域
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

友
達
や
周
囲
の
人
た
ち
に
伝
え
て
、
差
別
を
な
く
す

行
動
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学

校
で
夏
休
み
に
人
権
委
員
会
と
一
緒
に
人
権
講
座
を

開
い
た
り
、
部
落
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
て
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
の
仲
間
と
発
表
し
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、

行
動
を
す
る
人
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

友
達
は
一
人
一
人
が
差
別
や
い
じ
め
を
な
く
そ
う
と

考
え
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
行
動
し
よ
う
と
声
を
掛

け
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
差
別
と
闘
っ
て
き
た

人
た
ち
は
、
辛
く
て
話
し
に
く
い
こ
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
か
ら
本
気
で
差
別
を
な
く
し
て

い
く
と
、
決
め
ま
し
た
。
僕
は
こ
れ
か
ら
、
ど
こ
に

い
て
も
、
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら

助
け
る
、
そ
ん
な

人
間
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、

人
権
を
学
び
続
け

て
、
差
別
を
な
く

し
ま
す
。

人
権
の
広
場

 「
差
別
を
な
く
す
た
め
に
僕
に
で
き
る
こ
と
」

松
野
中
学
校
三
年

さ
ら

写真は本文と関係ありません
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の掲示板ま ち

 
最
終
回
「
不
器
男
忌
俳
句
大
会
リ
モ
ー
ト
大
会
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
川
嶋　
健
佑

第
三
十
四
回　
不
器
男
の
庭

　
「
不
器
男
の
庭
」を
執
筆
し
始
め
て
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
か
ら
「
不
器
男
の
庭
」
の
感
想
を
い
た

だ
き
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。「
不
器
男
の
庭
」
は
、

私
が
こ
の
三
月
で
地
域
お
こ
し
効
力
隊
を
卒
業
す
る
に
あ
た

り
、
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
先
日
開
催
さ
れ

た
第
六
十
七
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会
の
お
話
で
す
。
芝
不
器

男
さ
ん
の
命
日
は
昭
和
五
年
二
月
二
十
四
日
で
、
そ
の
命
日

に
一
番
近
い
日
曜
日
に
不
器
男
忌
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
開
催
さ
れ
た
第
六
十
七
回
不
器
男
忌
俳
句
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場

で
の
開
催
は
せ
ず
、
事
前
に
撮
影
し
た
動
画
で
の
リ
モ
ー
ト

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
三
〇
〇
四

句
の
俳
句
の
中
か
ら
選
者
の
先
生
が
選
ん
だ
特
選
二
句
の
句

評
を
撮
影
し
約
九
〇
分
の
動
画
に
ま
と
め
ま
し
た
。
動
画
撮

影
を
す
る
に
あ
た
り
、
愛
媛
県
内
を
句
評
の
撮
影
に
周
り
ま

し
た
が
、
ど
の
先
生
も
不
器
男
忌
俳
句
大
会
へ
の
思
い
が
強

く
、
地
元
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
大
会
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
不
器
男
忌
俳
句
大
会
は
毎
年
県
外
か
ら
も
松
野
町
を
訪
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

例
年
の
よ
う
な
開
催
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、

各
選
者
の
丁
寧
な
句
評
が
ま
と
め
ら
れ
て
今
大
会
限
定
の
動

画
は
、
松
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
も
ご
視
聴
い
た
だ

け
ま
す
。

表 

彰 

結 

果

【
一
般
部
門
】

愛
媛
新
聞
社
賞

　

泡
噴
い
て
燃
ゆ
る
汐
木
や
浜
焚
火

宇
和
島
市　

佐
藤　

節
子

松
野
町
長
賞

　

ま
た
こ
う
わ
い
い
ん
で
く
る
け
ん
枇
杷
の
花

松
山
市　

山
越　

タ
キ

松
野
町
教
育
長
賞

　

無
花
果
の
タ
ル
ト
に
添
へ
て
創
世
記

松
前
町　

松
田　

夜
市

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

雛
壇
に
そ
つ
と
ミ
ニ
カ
ー
置
く
子
か
な

大
阪
府　

高
橋
阿
意
子

葛
句
会
長
賞

　

校
長
の
背
丈
追
ひ
越
し
卒
業
す

内
子
町　

鎌
田
キ
ヨ
コ

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

日
向
ぼ
こ
小
函
の
よ
う
に
並
び
を
り

東
京
都　

佐
藤　

南
北

【
高
校
生
部
門
】

最
優
秀
賞

　

制
服
の
チ
ョ
ー
ク
の
粉
や
星
月
夜

三
崎
高
等
学
校
一
年　

菅　
　

翔
真

【
中
学
生
部
門
】

最
優
秀
賞

　

泡
立
て
器
探
し
て
秋
の
調
理
室

平
野
中
学
校
二
年　

武
田　
　

鈴

【
小
学
生
高
学
年
部
門
】

最
優
秀
賞

　

は
だ
し
に
な
り
た
い
算
数
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
中

平
城
小
学
校
四
年　

福
田　

絃
月

【
小
学
生
低
学
年
以
下
部
門
】

最
優
秀
賞

　

一
円
は
一
グ
ラ
ム
で
す
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

平
城
小
学
校
三
年　

兵
頭　

悠
斗

町の人口 令和３年２月28日現在
※外国人を含みます

世帯数　2,007 世帯（－57世帯） 

総人口　3,801 人 （－60人） 
　　　　　男1,783 人　女2,018 人
                    （２月中の異動） 
　　○出　生　0人　○死　亡　5人
　　○転　入　8人　○転　出　63人
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Informationお し ら せ

１　
行
政
相
談

　
【
日　
　
時
】　
４
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

　
【
相
談
員
】　
山
﨑　
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　
心
配
ご
と
相
談

　
【
日　
　
時
】　
４
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
心
配
ご
と
相
談

　
【
相
談
員
】　
民
生
児
童
委
員

３　
人
権
相
談

　
【
日　
　
時
】　
４
月
12
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
人
権
相
談

　
【
相
談
員
】　
人
権
擁
護
委
員

　
納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に

は
、
４
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。（
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
分
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
の

で
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
賦
課
徴
収
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
課　
賦
課
徴
収
係　
☎
42
・
１
１
１
２

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

令
和
３
年
度　
町
税
等
納
期
一
覧  

 
 

令
和
３
年
度　
町
税
等
納
期
一
覧  

 
 

４
月
30
日
が
納
期
限
の
税
目
等

４
月
30
日
が
納
期
限
の
税
目
等

　
２
月
26
日
（
金
）
に
、
松
野
東
小
学
校
で
食
育

郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
料
理
教

室
は
農
業
委
員
会
と
町
生
活
研
究
協
議
会
の
雪
輪

グ
ル
ー
プ
が
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
未
来
の

農
業
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
の
農
作
物

を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
農

業
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
３
年
目
と
な
る
今
年
は
東
小
学
校
の

み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、「
ひ
な
豆
」
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ひ
な
豆
に
つ
か
う
あ
ら
れ
を
作
り
ま
す
。

あ
ら
れ
の
素
と
な
る
「
か
き
も
ち
」
を
七
輪
で
炒

る
昔
な
が
ら
の
手
法
で
、
児
童
た
ち
は
、
最
初
は

な
か
な
か
膨
ら
ま
な
い
あ
ら
れ
に
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
お
手
本
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
炒
っ
た
あ
ら
れ
を
使
っ
て
ひ
な
豆
を

作
り
ま
す
。
溶
か
し
た
水
飴
に
砂
糖
を
入
れ
、
先

ほ
ど
炒
っ
た
あ
ら
れ
な
ど
を
混
ぜ
て
固
め
ま
す
。

固
ま
っ
た
ら
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
割
っ
て
完

成
で
す
。

　
最
後
に
全
員
で
試
食
を
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

か
ら
は
、「
ひ
な
豆
を
作
っ
た
の

は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
お
い
し

く
作
れ
て
よ
か
っ
た
」「
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全

校
児
童
や
先
生
の
分
も
袋
に
小
分

け
に
し
、
授
業
の
後
、
各
教
室
へ

届
け
て
い
ま
し
た
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
振
興
課
・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
42
・
１
１
１
４

食
育
郷
土
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

食
育
郷
土
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

農業委員会だより（４月号）

固
定
資
産
税

第 

１ 

期

 
 

税

目

 
 

固

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

町

県

民

税

固

定

資

産

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

固

定

資

産

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

固

定

資

産

税

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国

民

健

康

保

険

税

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

期

別  

１

期

全

期

１

期

２

期

１

期

１

期

１

期

２

期

２

期

２

期

２

期

３

期

３

期

３

期

３

期

４

期

４

期

４

期

５

期

５

期

５

期

３

期

６

期

６

期

６

期

４

期

７

期

７

期

７

期

４

期

８

期

８

期

８

期

９

期

９

期

９

期

４

30

月

日

納
期
限

５

31

６

30

８

31

９

30

２

28

３

31

11

30

12

27

１

31

８

２

11

１

※

　
口
座
振
替
日
は
納
期
月
の
25
日
（
25
日
が
土
日
祝
日

の
場
合
は
、
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。） 

※

　
納
期
限
は
納
期
月
の
月
末
（
月
末
が
閉
庁
日
の
場
合

は
翌
日
と
な
り
ま
す
。）  

 
 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
町
民
課　
賦
課
徴
収
係　
☎
42
・
１
１
１
２
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Informationお し ら せ

　
県
内
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
な
ど

を
対
象
に
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
の
令
和

３
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
科　
　
名
】

　
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
、
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
【
訓
練
期
間
】　
10
か
月

　
【
募
集
期
間
】　
〜
４
月
16
日
㈮
必
着

　
【
備　
　
考
】

　
入
校
料
・
授
業
料
無
料

　
　
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
施
設
見
学
可
（
要
予
約
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
☎
22
・
３
４
１
０

　
宇
和
島
警
察
署
で
は
、愛
媛
県
警
察
官
（
大
学
卒
程
度
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
受
験
資
格
】

　

34
歳
未
満
の
方
（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

大
学
卒
業
者
又
は
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
方

　
【
受
付
期
間
】　
４
月
２
日
㈮
〜
４
月
19
日
㈪
ま
で

　
【
１
次
試
験
】

　
５
月
８
日
㈯
体
力
試
験
、
５
月
９
日
㈰
教
養
試
験

　
【
申
込
方
法
】

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
愛
媛
県
採
用
試
験
受
験
等
申

込
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
申
込
み

※

　
詳
細
は
、
県
職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
22
・
０
１
１
０
（
内
線
２
１
２
）

　
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
習
会
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

手
話
通
訳
者
（
手
話
通
訳
Ⅰ
課
程
）

　
【
研
修
期
間
】　
５
月
〜
令
和
４
年
１
月

　
【
日　
　
程
】　
月
１
回
（
土
曜
日
）

　
【
会　
　
場
】　
西
条
市
内
（
東
予
会
場
）
及
び

　　
　
　
　
　
　
西
予
市
内
（
南
予
会
場
）
の
２
か
所

　
【
定　
　
員
】　
各
会
場
20
名

　
【
受
講
対
象
】

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
・
基
礎
）
の
修
了
者

又
は
同
程
度
の
知
識
・
技
術
（
特
定
の
障
が
い
者
や
日

常
生
活
の
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
、
手
話
サ
ー
ク
ル
活

動
を
続
け
て
き
た
等
）
を
有
す
る
方
で
、
県
内
に
居
住

又
は
勤
務
す
る
方

　
【
申
込
期
間
】　
４
月
５
日
㈪
〜
４
月
26
日
㈪

手
話
通
訳
者
（
手
話
通
訳
Ⅲ
課
程
）

　
【
研
修
期
間
】　
８
月
〜
11
月

　
【
日　
　
程
】　
月
１
〜
２
回
（
土
曜
日
）

　
【
会　
　
場
】　
松
山
市
内

　
【
定　
　
員
】　
20
名

　
【
受
講
対
象
】　

　
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
（
手
話
通
訳
Ⅱ
課
程
）
の

修
了
者
又
は
同
程
度
（
特
定
の
障
が
い
者
や
日
常
生
活

の
簡
単
な
通
訳
が
で
き
る
程
度
）
の
手
話
技
術
を
有
す

る
方
で
、
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方

　
【
申
込
期
間
】　
４
月
５
日
㈪
〜
５
月
17
日
㈪

要
約
筆
記
者

　
【
コ
ー
ス
】　
手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
【
研
修
期
間
】　
５
月
〜
令
和
４
年
２
月

　
【
日　
　
程
】　
月
１
回
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

　
【
会　
　
場
】　
南
予
会
場
（
予
定
：
八
幡
浜
市
内
）

　
【
定　
　
員
】　
各
コ
ー
ス
10
名

　
【
受
講
対
象
】

　
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方
。
た
だ
し
、
要
約
筆

記
奉
仕
員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、
補
講
コ
ー

ス
を
受
講
可
能
。

　
【
申
込
期
間
】　
４
月
５
日
㈪
〜
５
月
17
日
㈪

　
【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
・
９
２
３
・
９
０
９
３

※

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
募

集
情
報
の
変
更
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
２
日
は
、
国
連
で
定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、日
本
で
は
４
月
２
日
〜
４
月
８
日
の
一
週
間
を
、

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
を
み
ん
な
が
知
る

た
め
の
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
は
脳
機
能
の
発
達
が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ

き
の
障
が
い
で
す
。

　
発
達
障
が
い
は
障
が
い
の
特
性
が
わ
か
り
に
く
く
、
誤

解
を
受
け
や
す
い
た
め
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
が
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
て
、
何
が
苦
手
な
の
か
、
ど
ん
な
魅
力
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
「
そ
の
人
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
ま
す
。

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
　
【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課　
☎
42
・
０
７
０
８

県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
と

発
達
障
害
啓
発
週
間
の
お
知
ら
せ

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
と

発
達
障
害
啓
発
週
間
の
お
知
ら
せ

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
に
つ
い
て

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
に
つ
い
て

愛
媛
県
警
察
官
（
大
学
卒
程
度
）
募
集

愛
媛
県
警
察
官
（
大
学
卒
程
度
）
募
集
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Informationお し ら せ

　役場ロビー及び吉野生支所の図書コーナーに児童図書・ベストセラー小説等中心に新刊を取り揃えまし
た。また、県立図書館より協力図書として、３月末まで 750冊をお借りしています。
　今回のおすすめは、今話題の鬼滅の刃（ノベライズ本）です。漫画ではなく小説ですが、活字が苦手な
方でも読みやすい１冊となっています。

図書コーナーより新刊及び県立図書館協力図書について

手
話
を
学
ぼ
う
〜
入
門
課
程
〜

　
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
の
た
め
の
「
入
門
課
程
（
全
21

回
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
【
日　
　
時
】

　
６
月
７
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈪
の
月
曜
日

　
19
時
00
分
〜
21
時
00
分

　
【
場　
　
所
】　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
住
吉
町
）

　
【
定　
　
員
】　
12
名
（
先
着
）

　
【
受
講
料
】  

無
料

　
た
だ
し
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
テ
キ
ス
ト
代
（
３
，３
０
０
円
）・

講
座
で
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
（
実
費
１
，
１

０
０
円
）
は
受
講
生
負
担
。

　
【
対　
　
象
】

　
宇
和
島
圏
域
（
宇
和
島
市
・
松
野
町
・
鬼
北
町
・
愛

南
町
）
に
住
所
並
び
に
勤
務
先
が
あ
る
方

　
【
申
込
期
間
】　
４
月
１
日
㈭
〜
４
月
30
日
㈮

　
【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宇
和
島
市
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

　
☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
０
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
・
１
１
６
０

手
話
で
話
そ
う
〜
基
礎
課
程

　
昨
年
度
以
前
に
「
入
門
課
程
」
を
修
了
し
た
方
を
対
象

に
「
基
礎
課
程
（
全
25
回
）」
を
開
催
し
ま
す
。
継
続
受

講
生
以
外
の
方
で
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
日　
　
時
】

　
５
月
17
日
㈪
〜
11
月
22
日
㈪
の
月
曜
日

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
【
場　
　
所
】　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
住
吉
町
）

　
【
追
加
募
集
】　
５
名
（
先
着
）

　
【
受
講
料
】  

無
料

　
た
だ
し
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
３
０
０
円
）

は
受
講
者
負
担
。
た
だ
し
入
門
課
程
で
テ
キ
ス
ト
購
入

済
み
の
方
は
不
要
。
講
座
で
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
（
実
費
１
，
１
０
０
円
）
は
受
講
生
負
担
。

　
【
対　
　
象
】

　
宇
和
島
圏
域
（
宇
和
島
市
・
松
野
町
・
鬼
北
町
・
愛

南
町
）
に
住
所
並
び
に
勤
務
先
が
あ
る
方

　
【
申
込
期
間
】　
４
月
１
日
㈭
〜
４
月
23
日
㈮

　
【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宇
和
島
市
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

　
☎
24
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
０
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
・
１
１
６
０

　
『
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
』
の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
ク
ー
ポ
ン
カ
ー
ド
事
業
（
き
ず
な
カ
ー
ド
事
業
）
に

参
加
い
た
だ
け
る
施
設
・
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
主
催
者

が
発
行
す
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド
」
を
参
加
店
舗
に
持
参
す

る
と
、
そ
の
店
舗
独
自
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
「
き
ず
な
特

典
」
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
、
来
店

者
に
提
供
い
た
だ
く
「
き
ず
な
特
典
」

を
ご
用
意
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
そ
の

ほ
か
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
き

ず
な
博
カ
ー
ド
事
業　
参
加
募
集
」
と

検
索
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
き
ず
な
カ
ー
ド
運
営
事
務
局

　
☎
０
１
２
０
・
２
６
７
・
１
４
３

　
町
政
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
総
務
課
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
７
９
８
・
２
１
９
２

　
愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３

　
松
野
町
役
場　
総
務
課

　
☎
42
・
１
１
１
１

　



m
-soum

u@
tow
n.m
atsuno.ehim

e.jp

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

南
予
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド
事
業
」

参
加
店
を
募
集
し
ま
す
！

南
予
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド
事
業
」

参
加
店
を
募
集
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
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Informationお し ら せ

　松野町のお花見スポットの１つである松野中学校周辺の
桜並木は、例年、３月下旬に見ごろを迎えます。
　お花見に行く際は、家族・友人・同僚など日頃会ってい
る身近な範囲で、大人数や長時間を避けて楽しみましょう。

もうすぐ見ごろを迎えます　～松野中学校周辺～

　基礎年金番号は、皆様の大切な個人情報です。その個人情報を保護するために、メールや電話では
お答えすることができません。確認される際は、以下の書類をご覧ください。

１　青色の年金手帳（青色以外の年金手帳をお持ちの方は、以下の書類でご確認ください。）
２　基礎年金番号通知書
３　国民年金保険料の口座振替額通知書
４　国民年金保険料の納付書、領収書
５　年金証書
６　各種通知書等 (年金額改定通知書、年金振込通知書等）
７　ねんきん定期便

　上記の書類で確認できない場合は、次のいずれかでご確認ください。

・ 会社員の方などは、お勤め先の総務関係の部署にお尋ねください。
・ 「ねんきん定期便」をお手元にご用意のうえ、「ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号」にお電話
ください。後日、基礎年金番号が記載された書類を郵送します。
・ お近くの年金事務所の窓口でご相談ください。

年 金 コ ー ーナ

詳しくは、
　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/
　宇和島年金事務所　☎２２－５５６９（予約相談を受け付けています。）
　町民課　　　　　　☎４２－１１１３

基礎年金番号の確認方法

昨年の様子
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Informationお し ら せ

✓　感染拡大地域（特定都道府県）の不要不急の往来や出張の自粛は、法に基づく要請として継続します。
✓　年度替わりの恒例行事等（歓送迎会、卒業旅行、転居等）による感染リスクに、特に注意しましょう。
✓　マスクの着用など、基本的な感染回避行動を徹底してください。ウイルスは油断につけこみます。

　　　ワクチンに関する全般的な相談
　 国（厚生労働省）令和 3年 2月 15日～
電話番号　０１２０－７６１－７７０（フリーダイヤル）
受付時間　９:００～２１:００（土日祝日含む）

　　　　接種後の副反応に関する相談
　　　　愛媛県　令和３年３月１日～
電話番号　０１２０－５６７－２３１ （フリーダイヤル）

受付時間　８:３０～２０:００（土日祝日含む）

　「特別警戒期間」は終了しましたが、今後は、「感染警戒期」と
して、引き続き感染回避行動を徹底しましょう！
「特別警戒期間」は終了しましたが、今後は、「感染警戒期」と
して、引き続き感染回避行動を徹底しましょう！

①　歓送迎会や卒業・入学パーティー等の恒例行事
　　歓送迎会等では、会食の注意事項をしっかり守って楽しむ
　　・日頃会わない方とは、長時間・大人数を避けて
　　・体調不良の方は参加しない・させない
　　・感染拡大地域での滞在など、感染リスクの高い行動をした方は参加を自粛
　　卒業式や入学式の前後もマスク着用、会話は控える、人と人との間隔を十分確保するなど、感染防止
　　対策を徹底
②　卒業旅行や転勤・転居などの人の移動
　　卒業旅行は、感染拡大地域を避け、混雑しない時期にいつもの仲間と楽しむ
　　転勤・転居等で感染拡大地域から来県・帰県前後の２週間は、不特定多数との接触を控えるなど感染
　　回避行動に注意

・接種券の発送について
　　対象者の方に令和３年４月下旬頃から
　順次接種券を発送予定です。

　※広報まつの３月号では３月中旬となっていましたが、
　　ワクチンの供給が遅れ発送時期が変更となりました。　

・接種回数（費用）について
　　２回接種（無料）
・接種場所、予約方法について
　現在、検討・調整を行っています。
　詳細が決まり次第お知らせいたします。

　年度替わりの恒例行事等の注意事項
新しい季節ポイント押さえてコロナに勝つけん
年度替わりの恒例行事等の注意事項
新しい季節ポイント押さえてコロナに勝つけん

新型コロナウイルスワクチン接種について

※発送時に使用する予定の封筒見本
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Informationお し ら せ

医療 ・ 保健福祉情報コーナー

看護師緊急募集中　【問い合わせ先】　中央診療所　☎４２－０７０７

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　８：３０～１１：３０　１３：３０～１６：３０　
診療時間　９：００～１２：００　１４：００～１７：１５
○土・日・祝祭日は休診です。
　　（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所４月１日㈭・吉野診療所４月８日㈭・谷口診療所４月15日㈭
受付時間　13：00～ 16：00　診療時間　13：30～ 16：30　※都合により変更する場合があります。

宮本裕介医師　ご挨拶
　松野町中央診療所の宮本裕介です。この度、中央診療所を退職することと
なりました。
　２年前に松野町に赴任し、医療・福祉・介護の連携の充実を目の当たりに
しながら、精一杯診療にあたらせていただきました。現在まで診療所の職員
全員と共に業務の改善に努めてきております。今後も地域の皆さんに良質の
医療・看護を提供できるように努力を重ねていくことと思います。これから
も皆さまには暖かい目で診療所を見守っていただきたくお願い申し上げま
す。
　新型コロナウイルス感染症の収束が見えない毎日ですが、どうぞ体調管理
に留意され、益々健康に生活されますよう祈念しております。
　今までありがとうございました。

発熱外来診療について
　発熱等の風邪症状がある場合は、診療時間内にまずは電話等で連絡をお願いします。

マイナンバーカード健康保険証利用について
　中央診療所では、マイナンバーカードを健康保険証として利用できる「オンライン資格確認」の運用開
始（４月上旬予定）に向け準備を進めています。
※　「オンライン資格確認」とは、医療機関などの窓口でマイナンバーカードのＩＣチップ又は保険証の記
号番号により、オンラインにて資格情報を確認する仕組みです。

Ｑ マイナンバーカードが
ないと受診できないの？ Ａ 健康保険証でも受診できます。

Ｑ マイナンバー（12 桁
の番号）を取り扱うの？

Ｑ マイナンバーカードを
持っていればすぐに健康
保険証として利用できる
の？

Ａ 保険証として利用するには、あら
かじめ利用の申込みが必要です。
受診時に医療機関等の窓口において保
険証の利用登録ができます。

Ａ 患者さんのマイナンバー（12 桁の
番号）を取り扱うことはありません。

                          



※休日当番医は、変更になることがありま
　すので、新聞や電話等で確認し、事前に
　症状を説明し受診しましょう。

混ぜればゴミ！

分ければ資源！

ゴミの減量化に

ご協力ください！

混ぜればゴミ！

分ければ資源！

ゴミの減量化に

ご協力ください！

4月の森の国行事予定表4月の森の国行事予定表4月の森の国行事予定表

月

火

水

木

金

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 ※上 家 地…第２火曜日
 ※吉野葛川地区…第１木曜日

ごみ収集日程表

可 燃 物
月

火

水

木

金

発　

行
／
松
野
町
役
場　
　

編　

集
／
総
務
課

〒
７
９
８
ー
２
１
９
２　
愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
１

U
R
L:http://w

w
w
.tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp/
E-m

ail:m
-soum

u@
tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp
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予　　定 休 日 当 番 医日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

曜
日

木

金　保育園入園式　

土

日

月　

火　

水　

木　小学校入学式

金　中学校入学式　

土

日　

月　

火　

水　

木

金　

土

日

月　

火　

水　

木　東京 2020オリンピック聖火リレー

金　

土

日

月　

火　

水　滑床山開き　

木　昭和の日

金　

小川クリニック
くきた内科クリニック

☎23ｰ3599
☎26ｰ2260

こおり小児科
鈴木整形外科･外科

☎24ｰ5633
☎52ｰ0104

上甲外科クリニック
清家消化器内科クリニック

☎25ｰ5811
☎22ｰ2266

上田小児科・外科
水 谷 医 院

☎25ｰ0100
☎52ｰ0144

しませ医院
山下クリニック

☎27ｰ1888
☎22ｰ5030

市立宇和島病院 小児科
橋本内科クリニック

☎25ｰ1111
☎52ｰ0808

ますだクリニック
清水内科･循環器内科

☎23ｰ6611
☎22ｰ1492

市立宇和島病院 小児科
溜尾整形外科

☎25ｰ1111
☎52ｰ3133

上甲外科クリニック
吉田内科泌尿器科医院

☎25ｰ5811
☎25ｰ1330

市立宇和島病院 小児科
あ べ 医 院

☎25ｰ1111
☎32ｰ2616

資 源
月

火

水

木

金

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 ※上 家 地…第１・第３金曜日
 ※吉野葛川地区…第２・第４月曜日

不 燃 物

ＰＥＴボトル びん・かん
月

火

水

木

金

 

 町内全域

 

 

 ※上 家 地…第２・第４水曜日
 ※吉野葛川地区…第１・第３水曜日

古 紙

まつの桃源郷マラソン大会
オンライン 2021（3／27～）

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 ※吉野葛川地区…毎週火曜日


